AXEKREHBK 2017

—Society 5.0 DFEIRIZ[F)+1-TE—

I~

2946 A9H

d



daisuke
テキストボックス
資料８

daisuke
テキストボックス
ｐ．１


(fR#%, BEHREM)

%2 BAKAYHE R
I Society 5.0 (Z[A)iF 7= H&ME 5y B
1. fEERE - EWE - ik
(2) FizlTilT & ARk
SO AR 4T 75 el B & 705 12025 FRIE ) IZHICE S £ 9.
FIr o0 2 B RIRIE A U B - BB ARNGL T, Aol 7o fdt e 8l & 205
H NSRRI R A BN &L T LR - IR - MR AT A%
WET D, A=Y TOT—AFEREREFEEL. HAORE
IZH S TR OE N — BRI L D, BESMOIER & &l o
ERVA PN RER R =<8 RS

1) HNEET 26 U, fEEEEE LA i TR BN SR ISR A E

B UUMERRE - [EHR - i AT D OREL

O 7 — & RGO
BN « BBEARNL T, Fil 7o @S - 20 - 7 7 2Rt 27200k
e LT, [2EREERERTY bT—2 1 28Ed 5., (T 2020
FENLOREFEEICHE T, KEERICEFEEZHMIBL DD, EAH
BORTLEBREFCOVWTHE L. REELURE. SHALEHICEFT 5.
[REREEREER Ry hT—7 ] OO bER - NEEEEDRY b
D=2V TIE, 259k - WAMIEFIC K S Hi5D EHR
(Electronic Health Record) MEELZ#ET 5 & & b IT, N
DIED F (BFx 2 U T 1 HRRE) O~ AT o "= — FEZIEH L
BEARANDRIEREDOIEY FIZHOWT, FEIEAREEFITIT,




hiETRERMER-ER-T#IO

2013 E ~2016FE

20194E E | 20204 & ~

20174

20184
—

KPI

R EREBEEADOTICRBESLRERERCT | | RFRICTEBBBRRUVZOTOT—F2 7V L—TITE T2 BEMEIRE - ARE.
EBMER (201551 A ~) FISH O THRETAICIRET ER-NHE-BRRIFOTOIEBOBE-FIIER
<EASEAHIHTZDOHA> e | | | |
- ERENFIHTOESHNEDEAEIET 5 REA 513 . mrmmene = ERRBAL SRR \ [ ERES
FREI- B E BEMYELD G015 127) e ERERA VS ABRES AT L EROXBLEAL.E \| HODIS
- EREBALSAVERERL AT LOBBICATT, | | 32 pirmmn 25 [ZDWVTHK-HBE BESFODEEMEN /| DLTA
B AT LOHHH - RBHI DL\ THRE ST WA HEA
<EvJT—HERE> ‘ | | | | |
[ERENHT—AFEMTOISLIEHEE (0165F38 R —_ B AT AN—Z R DS ; - .
ERERICT ) BET—AORMBH. T2~ —RHOEHE, EEFEAOLAICAF TSI EGHERE

|
ERSFOHREEICES H-OOERMIERFRICETS
RO (201754 R)

<BEADEEK-REFFEHROMSHLTERY

H S B B o 2 N — )

o BMDERBFHREE R VNI I THESN T SIER
DREEFEEE

s AEER-NEORBFEICKDIEREELZRS=-HD
TAEFRE DRET

o ER2BEESHEBMBTEICH T, ERIER-BEHE
BZENEFWEZICET IEEEER

s ZEERFENRE T SERGE ICHIBEREREE
FUNT—ODESHDOEMEREH TS EERE

[ [ [ I | [
FiEDMBLEREST
I 1 1 1 1

REERT 4TSI+ — LD ERICF T TEIEEE KAERFREARE

2020 EM D
IR {E

| EEER NEHBIHTISWALSAET ESHRADSORECORE >

PR ADEREREORELSN-T oL T —SOBE. ol —THE-Fb

VAT LEBREOFEL, VSVREFICLD R VNT—IDERE - EEIRCDIER

BFREEFIROE XM D

95 FRBROERICTOEYAICRETHBHKEIICHLT,
BANBESDOREE- ER- N EFEREIE SEAT 5L
(PHR) F DWW THREHERZMYFELSH (2015511 8)

I

% RIFELNE T HEDIER L. BANSIGT HREF
BEEERAL. BRREEEFOITHERZRI ENLE

BY—EXIDEIEEEEN(20165FE)

BALNBLDBE - EE- N EEREINE - TRTHLES HeRE
(PHR) DERIZFE TT=ETIILMEEZEN A FOhERA~DEER

HAERARFFEHE (AMED) [TEWVT. ERFARMREZTRELTRVBERLR \ | HERE
SEEATV BRFFOETBERERICHTMENLREY —EX IOBHY ) oy BHoMmE
MRERT A~ DIERE

- EROEEFSH
%2020 F TIC
1ELL EFE{ERL .,
2025 FTIZ2
i LA FE{eR

c EEERBERE
HAVRT—ID
2020 EMNLD
A&z E

20205 EFETIC
400BR L ED—
eRRIZBIT5
EFHILTDE
R E%#90%

— 2 —



daisuke
テキストボックス
ｐ．３

daisuke
長方形

daisuke
長方形

daisuke
長方形


	01-08-01資料８：未来投資戦略2017：１，１８６ｐ
	１全体版
	統合06091055
	1目次＋(指摘反映)06070119
	2法律一覧
	3考え方・ポイント統合06070120
	4本文統合06070115
	Ⅰ　Society 5.0に向けた戦略分野
	１．健康・医療・介護
	① データ利活用基盤の構築
	② 保険者や経営者によるデータを活用した個人の予防・健康づくりの強化
	③ 遠隔診療・AI等のICTやゲノム情報等を活用した医療
	④ 自立支援・重度化防止に向けた科学的介護の実現
	⑤ ロボット・センサー等の技術を活用した介護の質・生産性の向上

	２．移動サービスの高度化、「移動弱者」の解消、物流革命の実現
	① 走行映像データ・事故データ等の戦略的活用
	② 自動走行地図の実用化等
	③ 第５世代移動通信システム（5G）の実現・活用
	④ 車載セキュリティの確保
	⑤ ソフトウェア人材の育成
	⑥ 安全運転サポート車の普及の促進

	３．世界に先駆けたスマートサプライチェーンの実現
	４．インフラの生産性と都市の競争力の向上等
	５．FinTechの推進等
	① FinTechを活用したイノベーションに向けたチャレンジの加速
	② オープン・イノベーションの推進
	① 中小企業等を含む企業会計のIT・クラウド化
	② 商流情報のIT化の推進
	③ 全銀システムの24時間365日対応化等
	④ 金融EDIの推進等による金・商流連携の推進
	⑤ XML新システム等のデータを活用した融資サービス・税務対応の容易化等
	⑥ オールジャパンでの電子手形・小切手への移行

	６．エネルギー・環境制約の克服と投資の拡大
	７．ロボット革命／バイオ・マテリアル革命
	① ロボット新戦略の実行・進化
	② 「改革２０２０」プロジェクト(先端ロボット技術によるユニバーサル未来社会の実現)

	８．既存住宅流通・リフォーム市場を中心とした住宅市場の活性化
	Ⅱ　Society 5.0に向けた横割課題
	Ａ．価値の源泉の創出
	１．データ利活用基盤の構築
	２．知財・標準化戦略の推進、公正な競争環境の確保
	３．人材の育成・活用力の強化
	① IT人材需給を把握する仕組みの構築、第４次産業革命に対応したITスキル標準の改定
	② 実践的な能力・スキルを養成するための産官学連携したシステムの構築
	③ 大学等の高等教育機関が「IT・データスキル」育成の重要なプレーヤーとなるための制度改正・政策支援
	④ 「社会人の生涯学び直し」における「IT・データスキル」等育成の抜本拡充
	⑤ 産業界をリードするIT等トップ人材・専門人材の創出
	⑥ 初等中等教育におけるプログラミング教育等のIT・データ教育の実装
	① 多様で柔軟な働き方の実現
	② 賃金引上げと労働生産性向上
	③ 経営戦略としてのダイバーシティの実現
	④ 女性活躍の更なる促進
	⑤ 若者や就職氷河期世代の活躍支援
	⑥ 障害者等の就労促進
	① 労働市場における「見える化」の促進
	② 中高年・高齢者の就業・転職促進
	③ 予見可能性の高い紛争解決システムの構築等
	① 高度外国人材の更なる呼び込み
	② 生活環境の改善
	③ 就労環境の改善
	④ 外国人留学生の就職支援
	⑤ グローバル展開する本邦企業における外国人従業員の受入れ促進
	⑥ 建設及び造船分野における外国人材の活用
	⑦ 在留資格手続の円滑化・迅速化等のための在留管理基盤の強化
	⑧ 外国人材受入れの在り方検討

	４．イノベーション・ベンチャーを生み出す好循環システム
	Ｂ．価値の最大化を後押しする仕組み
	１．規制の「サンドボックス」制度の創設
	２．規制改革、行政手続の簡素化、IT化の一体的推進
	３．「形式」から「実質」へのコーポレートガバナンス・産業の新陳代謝
	①  コーポレートガバナンス改革による企業価値の向上
	② 経営システムの強化、中長期的投資の促進
	③ 企業の情報開示、会計・監査の質の向上
	④ 事業再編の円滑化
	① 家計の安定的な資産形成の促進と市場環境の整備等
	② 金融仲介機能の質の向上

	４．公的サービス・資産の民間開放（PPP/PFIの活用拡大等）
	５．国家戦略特区による大胆な規制改革
	① 「事後チェックルール」の整備等による、規制の「サンドボックス」制度の速やかな創設
	② 「完全自動走行」の実現に向けた、公道実証実験の加速的推進
	③ 小型無人機（ドローン）の海上飛行等に係る実証実験の加速的推進
	④ 幅広い分野における「外国人材」の受入れ促進等
	⑤ フィンテック分野等における外国人材の受入れ促進
	⑥ 既存事務所から保育所への転用を促す採光規定の見直し

	６．サイバーセキュリティの確保
	７．シェアリングエコノミー
	Ⅲ　地域経済好循環システムの構築
	１．中堅企業・中小企業・小規模事業者の革新／サービス産業の活
	２．攻めの農林水産業の展開
	① 農地中間管理機構の機能強化等
	② 米政策改革
	③ 経営体の育成・確保のための環境整備
	④ 外部からの人材・知見の取込み
	① 多様なデータに基づく農業への転換
	② バリューチェーンの高度化
	③ ６次産業化の推進
	④ 規格・認証、知的財産の戦略的推進
	⑤ 食品表示の充実
	⑥ ジビエの利活用の促進等

	３．観光・スポーツ・文化芸術
	① 観光資源の魅力を高め、地方創生の礎に
	② 観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に
	③ すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に
	① スポーツを核とした地域活性化（「スポーツ未来開拓プラン」の実行）
	② スポーツコンテンツホルダーの経営力強化、新ビジネス創出促進
	③ スポーツの海外展開の促進
	④ スポーツ実施率の向上
	① 文化芸術資源の活用の更なる促進に向けた体制・制度の整備
	② 文化芸術資源を核とした地域活性化・ブランド力向上
	③ コンテンツを軸とした文化芸術産業の強化

	Ⅳ　海外の成長市場の取り込み
	① インフラシステム輸出の拡大
	② 経済連携交渉、投資関連協定、租税条約の締結・改正の推進
	③ データ流通・利活用に係る国際的共通認識・ルールの形成
	④ 中堅・中小企業の海外展開支援
	⑤ 高度外国人材の活用
	① 対内直接投資誘致の強化
	② クールジャパンの推進
	③ クリーンで魅力ある「日本型IR」（特定複合観光施設）の整備推進
	④ 2025年国際博覧会の誘致
	⑤ 海外日系社会との連携を通じた成長市場の取込み



	表紙
	閣議決定06090934
	1閣議決定06090009
	2閣議決定表紙




	5工程表統合版05300345(色変え後)

	01-08-02資料８：未来投資戦略：抜粋



